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歴
代
に
お
け
る
上
林
苑
の
存
在

　

上
林
苑
と
は
、
も
と
は
秦
時
代
の
咸
陽
都
の
南
、
前
漢
時
代
の
長
安
都
の
西

南
に
広
が
っ
て
い
た
古
代
中
国
の
秦
、
前
漢
時
代
に
お
け
る
天
子
の
巨
大
な
苑

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
に
皇
室
庭
園
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
た
。
の
ち
の
中
国

歴
代
に
も
ほ
ぼ
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
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後
漢
時
代
の
上
林
苑
は
洛
陽
西
方
に
あ
っ
た
。﹃
後
漢
書
﹄
和
熹
鄧
皇
后
紀

に
﹁
悉
斥
賣
上
林
鷹
犬
﹂
と
あ
り
、﹃
資
治
通
鑑
﹄
卷
四
九
に
胡
三
省
注
に
﹁
東

都
亦
有
上
林
苑
、
在
雒
陽
西
﹂
と
あ
る
。﹃
後
漢
書
﹄
楊
震
伝
に
﹁
先
帝
之
制
、

左
開
鴻
池
、
右
作
上
林
﹂
と
あ
り
、
李
賢
の
注
に
﹁
池
在
洛
陽
東
、
上
林
在
西
﹂

と
あ
る
。

　
﹃
通
典
﹄
二
十
六
に
﹁
上
林
署
、
漢
水
衡
都
尉
之
職
、
説
在
都
水
篇
。
後
漢

曰
上
林
苑
令
・
丞
、
主
苑
中
禽
獸
。
頗
有
人
居
、
皆
主
之
。
魏
・
晉
因
之
、
江

左
無
聞
。
宋
初
復
置
、
隸
尚
書
殿
中
曹
。
齊
因
之
。
梁
・
陳
屬
司
農
。
北
齊
及

隋
亦
然
。
大
唐
因
之
、
有
令
二
人
、
丞
四
人
、
掌
諸
苑
囿
・
池
沼
・
種
植
・
蔬

果
・
藏
冰
之
事
﹂
と
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
後
漢
以
降
、
魏
・
晉
・
宋
・
齊
・
梁
・

陳
・
北
齊
・
隋
及
び
唐
時
代
ま
で
上
林
苑
は
歴
代
に
も
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、

　

西
晋
時
代
に
﹁
明
帝
泰
始
二
年
四
月
己
未
、
甘
露
降
上
林
苑
、
苑
令
徐
承
道

以
獻
﹂と
あ
る
。１

　

南
朝
の
宋
時
代
に
お
け
る
孝
武
帝
は
、
大
明
三
年
、
建
康
城
に
﹁
於
玄
武
湖

北
立
上
林
苑
﹂（﹃
宋
書
﹄
孝
武
帝
本
紀
）
と
し
た
。
場
所
は
今
日
江
蘇
省
南
京

市
玄
武
湖
の
北
に
あ
る
。

　

梁
時
代
の
﹁
上
林
苑
﹂
は
、（
明
）﹃
客
座
贅
語
﹄
巻
五
に
﹁
上
林
苑
、
在
鶏

籠
山
東
帰
善
寺
、
宋
初
、
築
於
玄
武
湖
北
、
孝
武
立
名
西
苑
、
梁
改
名
上
林
﹂

と
あ
る
。

　

隋
時
代
に
お
け
る
洛
陽
城
附
近
に
﹁
上
林
園
﹂
が
あ
り
、﹃
大
藏
経
﹄
大
唐

内
典
録
巻
九
に
﹁﹃
法
炬
徳
陀
羅
尼
経
﹄、
隋
大
業
年
達
摩
笈
多
於
東
都
上
林
園

翻
経
館
訳
﹂
と
あ
る
。

　

唐
朝
の
貞
観
18
年
に
唐
太
宗
は
﹁
宴
雍
州
父
老
於
上
林
苑
﹂（﹃
新
唐
書
﹄
太

宗
本
紀
）
と
し
た
記
録
が
あ
る
。

　

唐
時
代
以
降
、
宋
時
代
に
上
林
苑
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
史
料

が
見
当
た
ら
な
い
た
め
明
ら
か
で
な
い
が
、
元
・
明
代
に
上
林
苑
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
は
証
明
で
き
る
。

　

元
と
明
朝
に
お
け
る
﹁
上
林
苑
﹂
の
場
所
は
、
今
日
北
京
の
中
南
海
と
北
海

で
あ
る
。﹃
明
穆
宗
莊
皇
帝
実
録
﹄
卷
十
八
﹁
上
林
苑
海
子
雖
設
自
先
朝
、
然

止
蓄
養
鹿
兔
而
已
﹂
と
あ
る
。
こ
こ
の
﹁
先
朝
﹂
と
は
元
朝
を
指
す
。

　

清
時
代
に
入
っ
た
あ
と
で
も
明
の
﹁
上
林
苑
﹂
を
残
し
た
。﹃
欽
定
大
清
会

典
事
例
﹄
吏
部
に
﹁
上
林
苑
監
﹂
あ
り
、﹃
清
史
稿
﹄
聖
祖
本
紀
に
三
十
七
年

五
月
﹁
裁
上
林
苑
﹂
と
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
韓
国
の
﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
に
よ
る
と
、
十
五
世
紀
前
半
の
景

福
宮
の
後
苑
（
王
室
庭
園
）
に
は
﹁
上
林
園
﹂
が
あ
る
。２

　

し
た
が
っ
て
、
秦
時
代
に
誕
生
し
た
上
林
苑
は
、
そ
の
後
中
国
の
皇
帝
制
と

共
に
二
千
年
を
経
て
も
存
在
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
上
に

お
い
て
も
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
中
国
歴
代
に
存
在
し
て
い
た
上
林

苑
の
原
点
は
上
述
し
た
よ
う
に
秦
の
上
林
苑
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
秦
の
上
林

苑
を
対
象
と
す
る
論
考
で
あ
る
。
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一　

先
行
研
究
と
そ
の
問
題
の
所
在

　

こ
れ
ま
で
も
秦
の
上
林
苑
に
つ
い
て
の
研
究
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ

多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
一
体
﹁
上
林
苑
﹂
と

い
う
名
前
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
か
、
ま
た
上
林
苑
を
最
初
に
造
っ
た
時
代

は
い
つ
で
あ
っ
た
か
な
ど
の
問
題
に
も
、
明
白
な
答
え
が
出
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
漢
時
代
の
上
林
苑
の
範
囲
は
大
体
わ
か
っ
て
い

る
が
、
秦
の
上
林
苑
の
範
囲
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
ま
ず
、
代
表
的
な
先
行
研

究
と
そ
の
問
題
点
を
ま
と
め
お
き
た
い
。

　

１　

不
明
な
「
上
林
苑
」
と
い
う
名
前

　
﹁
上
林
苑
﹂
と
は
、
一
体
﹁
上
林
の
苑
﹂
か
、
そ
れ
と
も
﹁
上
の
林
苑
﹂
か
。

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
不
明
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
、﹁
上
林
苑
﹂は﹁
上
林
の
苑
﹂

と
読
め
る
。﹁
上
林
苑
﹂
を
﹁
上
林
﹂
と
省
略
し
た
ケ
ー
ス
は
古
典
に
し
ば
し

ば
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
﹃
史
記
﹄
秦
始
皇
本
紀
の
中
に
﹁
乃
営
作
朝
宮

渭
南
上
林
苑
中
﹂
が
あ
る
一
方
で
、﹁
諸
廟
及
章
臺
、上
林
皆
在
渭
南
﹂
も
あ
る
。

　
﹃
漢
書
﹄
百
官
公
卿
表
に
﹁
水
衡
都
尉
、
武
帝
元
鼎
二
年
初
置
、
掌
上
林
苑
、

有
五
丞
。
属
官
有
上
林
﹂
と
あ
る
。

　
﹃
漢
書
﹄
武
帝
紀
に
﹁︹
征
和
元
︺
冬
十
一
月
、
発
三
輔
騎
士
大
捜
上
林
、
閉

長
安
城
門
索
、
十
一
日
乃
解
﹂
と
あ
る
が
、
臣
瓚
の
注
に
﹁
捜
謂
索
姦
人
也
。

上
林
苑
周
回
数
百
里
、
故
発
三
輔
車
騎
入
大
捜
索
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
西
晋

時
代
の
臣
瓚
が
﹁
上
林
﹂
は
﹁
上
林
苑
﹂
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
と
っ
た
こ
と

は
違
い
な
い
。

　
（
清
）董
誥
等﹃
全
唐
文
﹄巻
二
十
一﹁
元
宗
﹂﹁
幸
鳳
泉
湯
制
﹂に﹁
清
道
子
来
、

経
上
林
之
苑
囿
、指
扶
風
之
薮
沢
﹂
と
あ
る
。（
明
）﹃
天
録
閣
外
史
﹄
巻
五
﹁
上

林
﹂
に
﹁
上
林
之
苑
非
無
鸚
鵡
翡
翠
之
禽
﹂
と
あ
り
、
ま
た
﹁
夫
上
林
苑
、
秦

之
広
図
也
。
我
漢
祖
滅
秦
入
関
中
、
三
望
上
林
之
苑
而
不
入
﹂
と
あ
る
。３

　

つ
ま
り
、
古
典
の
な
か
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
﹁
上
林
苑
﹂
を
﹁
上
林
﹂
と
略

称
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
唐
時
代
に
は
﹁
上
林
の
苑
囿
﹂
と
言
い
、
明
時
代

に
は
﹁
上
林
の
苑
﹂
と
い
う
言
い
方
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、

﹁
上
林
苑
﹂
を
﹁
上
林
の
苑
﹂
と
読
ん
だ
と
し
て
、﹁
上
林
﹂
と
は
ど
う
い
う
意

味
な
の
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
近
年
研
究
者
ら
は
一
つ
の
仮
説
を
提
出
し
た
。
馮
広
平
等

は
﹁﹁
上
林
﹂
一
詞
因
何
而
来
、無
稽
可
考
。﹁
上
﹂
可
能
指
﹁
天
・
天
子
﹂、﹁
上

林
﹂
疑
似
﹁
禁
苑
﹂
的
意
思
﹂
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。４　
こ
の
推
測
が
正
し

い
と
す
れ
ば
﹁
上
林
苑
﹂
は
﹁
上
林
の
苑
﹂
で
は
な
く
、﹁
上
の
林
苑
﹂
と
読

め
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、﹁
上
林
苑
﹂
は
一
体
﹁
上
林
の
苑
﹂
か
、﹁
上
の
林
苑
﹂
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。

　

２　

不
明
な
成
立
年
代
上
限

　

秦
の
上
林
苑
は
い
つ
成
立
し
た
か
と
い
う
問
題
も
古
か
ら
不
明
で
あ
る
。

　
﹃
史
記
﹄秦
始
皇
帝
本
紀
に﹁
諸
廟
及
章
臺
・
上
林
皆
在
渭
南
﹂や﹁（
三
十
五
年
、

始
皇
）
乃
営
作
朝
宮
渭
南
上
林
苑
中
﹂
と
あ
り
、﹃
三
輔
黄
図
﹄
秦
宮
に
﹁
阿

房
宮
、亦
曰
阿
城
。
恵
文
王
造
、宮
未
成
而
亡
。
始
皇
広
其
宮
、規
恢
三
百
余
里
﹂

と
い
う
史
料
が
あ
る
が
、（
明
）﹃
広
志
繹
﹄
に
﹁
三
十
五
年
、
別
に
渭
南
に
渡

二
三



り
、上
林
苑
を
立
ち
、中
に
阿
房
宮
を
建
つ
﹂（
三
十
五
年
別
度
渭
南
立
上
林
苑
、

中
建
阿
房
宮
）
と
あ
る
。

　

漢
時
代
に
至
っ
て
、
漢
高
祖
十
二
年
（
前
１
９
６
）﹁
相
国
因
っ
て
民
の
為

に
請
ひ
て
曰
く
、﹁
長
安
は
地
狭
し
、
上
林
の
中
に
は
空
地
の
棄
た
れ
た
る
も

の
多
い
。
願
は
く
は
民
を
し
て
入
り
て
田
す
る
を
得
し
め
、
稾
を
収
む
る
こ
と

毋
く
、
禽
獣
の
食
と
為
さ
ん
﹂
と
﹂（
相
国
因
為
民
請
曰
、﹁
長
安
地
狭
、
上
林

中
多
空
地
、
棄
、
願
令
民
得
入
田
、
毋
収
稿
為
禽
獣
食
﹂）
と
あ
り
、﹃
漢
書
﹄

東
方
朔
伝
に
建
元
三
年
（
前
１
３
８
）
漢
の
武
帝
は
﹁
遂
起
上
林
苑
、
如
寿
王

所
奏
云
﹂と
あ
る
が
、﹃
四
庫
全
書
総
目
提
要
﹄天
文
算
法
類
二
に﹃
九
章
算
術
﹄

に
つ
い
て
﹁
今
考
書
内
有
長
安
上
林
之
名
。５　
上
林
苑
在
武
帝
時
、（
張
）
蒼
在

漢
初
、
何
縁
預
載
﹂
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
に
し
た
が
え
ば
、
上
林
苑
の
成
立
年
代
の
上
限
は
い
く
つ
か

の
説
を
挙
げ
ら
れ
る
。
一
は
、
秦
の
恵
文
王
（
前
３
３
７
～
前
３
１
１
在
位
）

が
上
林
苑
の
代
表
的
な
宮
殿
の
阿
房
宮
を
造
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
秦
の
恵
文
王

の
時
代
に
上
林
苑
を
造
り
始
め
た
は
ず
で
あ
る
と
す
る
説
。
二
は
、
秦
の
始
皇

帝
以
前
に
上
林
苑
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
未
完
成
な
も
の
だ
っ
た
の

で
、
始
皇
帝
が
一
度
上
林
苑
の
中
で
宮
殿
を
増
建
し
た
こ
と
を
﹁
渭
南
に
上
林

苑
を
立
つ
﹂
と
考
え
る
説
。
三
は
漢
時
代
に
武
帝
は
こ
れ
ま
で
の
上
林
苑
の
諸

離
宮
と
土
地
に
基
づ
い
て
改
め
て
上
林
苑
を
造
っ
た
た
め
、
清
時
代
学
者
は
武

帝
時
に
上
林
苑
が
成
立
し
た
と
す
る
説
で
あ
る
。

　

近
年
の
研
究
で
は
周
維
権
氏
が
﹁
上
林
苑
原
為
秦
国
的
旧
苑
、
至
晩
建
成
於

秦
恵
王
時
、
秦
始
皇
再
加
以
拡
建
・
充
実
、
成
爲
當
時
最
大
的
一
座
皇
家
園
林
﹂

と
述
べ
た
。６　

　

つ
ま
り
、
秦
の
上
林
苑
が
成
立
し
た
上
限
は
一
体
い
つ
な
の
か
と
い
う
問
題

は
ま
だ
不
明
だ
と
い
え
よ
う
。

　

３　

不
明
な
秦
上
林
苑
の
範
囲

　
﹃
漢
書
﹄
東
方
朔
伝
に
よ
る
と
、
上
林
苑
の
範
囲
は
﹁
挙
籍
阿
城
以
南
、
盩

厔
以
東
、
宜
春
以
西
、
提
封
頃
畝
、
及
其
賈
直
、
欲
除
以
為
上
林
苑
、
属
之
南

山
﹂
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
代
上
林
苑
の
範
囲
を
示
し
た
が
、
秦
上
林
苑
の
範
囲

は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
は
、
古
典
に
は
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

南
宋
時
代
の
程
大
昌
（
１
１
２
３

－

１
１
９
５
）
は
﹃
雍
録
﹄
に
お
い
て
﹁
秦

之
上
林
、
其
辺
際
所
抵
、
難
以
詳
究
矣
﹂
と
し
た
。

　

今
日
ま
で
の
研
究
結
果
で
は
、王
学
理
の
説
が
有
力
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

王
氏
は

　
﹁﹃
史
記
﹄
記
上
林
在
﹁
渭
南
﹂。
建
阿
房
宮
於
上
林
苑
中
、﹁
表
南
山
之
巓
以

爲
闕
、
絡
樊
川
以
爲
池
﹂（﹃
三
輔
黄
図
﹄）。
這
明
顕
的
説
出
了
上
林
苑
的
南
北

界
限
。
其
西
界
在
灃
河
、
根
拠
是
秦
恵
文
王
四
年
﹃
瓦
書
﹄
記
着
：
取
杜
県
豊

丘
到
潏
水
的
一
段
土
地
為
右
庶
長
寿
燭
的
﹁
宗
邑
﹂。
既
是
私
人
的
封
地
、
就

不
可
能
在
上
林
苑
作
﹁
飛
地
﹂。
宜
春
苑
在
渭
河
南
区
的
東
南
、
當
上
林
苑
之

東
部
。﹂７

と
し
た
。

　

氏
の
説
は
大
多
数
の
研
究
者
と
同
じ
く
、
前
漢
時
代
に
お
い
て
は
四
百
里
の
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垣
で
囲
ま
れ
る
ま
と
ま
っ
た
一
つ
の
巨
大
な
庭
園
で
あ
っ
た
と
い
う
先
入
観
に

よ
っ
て
導
か
れ
た
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
出
土
し
た
秦
朝
の
龍
崗
秦
簡

に
は
、
前
漢
時
代
と
は
異
な
る
別
の
禁
苑
像
が
浮
上
し
た
。
よ
っ
て
筆
者
は
、

秦
の
上
林
苑
は
前
漢
の
上
林
苑
と
比
較
す
れ
ば
、
構
造
的
に
異
な
る
と
い
う
こ

と
を
指
摘
し
た
い
。

　

つ
ま
り
、
そ
ん
な
に
有
名
な
上
林
苑
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
点
と
し
て
の
秦

上
林
苑
の
範
囲
は
、
古
典
文
献
史
料
不
足
の
た
め
、
ま
さ
し
く
宋
代
程
大
昌
が

﹁
秦
之
上
林
、
其
辺
際
所
抵
、
難
以
詳
究
矣
﹂
と
判
断
し
た
と
お
り
、
今
で
も

不
明
の
ま
ま
だ
と
い
え
よ
う
。

　
　

二　
「
上
林
苑
」
の
意
味
は
一
体
何
か

　

私
も
、
上
林
苑
と
は
君
主
の
禁
苑
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
す
な

わ
ち
、﹁
上
林
苑
﹂
と
は
﹁
上
林
の
苑
﹂
で
は
な
く
、﹁
上
の
林
苑
﹂
や
﹁
上
の

禁
苑
﹂
と
解
釈
し
た
い
。
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。

　

１　
「
上
」
と
は
「
君
主
」
の
意

　

こ
こ
の
﹁
上
﹂
と
は
、
た
っ
と
ぶ
、
め
う
え
、
君
、
皇
帝
の
意
。﹃
国
語
﹄

斉
語
に
﹁
不
用
上
令
者
、
有
則
以
告
﹂
と
あ
り
、
韋
昭
の
注
に
﹁
上
、
君
長
也
﹂

と
あ
る
。﹃
左
伝
﹄
昭
公
二
十
九
年
に
﹁
爲
下
卿
、
而
干
上
令
﹂
の
﹁
上
令
﹂

と
は
国
君
の
令
で
あ
る
。﹃
史
記
﹄
袁
盎
晁
錯
列
伝
に
﹁
上
初
即
位
、
公
爲
政

用
事
﹂
と
あ
り
、
敦
煌
漢
簡
に
﹁
二
十
六
日
、
上
急
責
発
河
西
亖
郡
精
兵
﹂
と

あ
る
。

　
﹁
上
苑
﹂
を
君
主
の
苑
の
意
で
あ
る
と
す
る
例
は
、
や
や
お
そ
く
梁
の
徐
君

倩
﹃
落
日
看
還
﹄
に
﹁
上
苑
逐
名
辰
﹂
と
あ
る
。
故
に
﹁
上
林
苑
﹂
は
君
主
の

林
苑
と
読
め
る
。

　

２　

漢
代
「
林
苑
」
の
「
禁
苑
」
意

　

古
典
と
碑
文
に
は
﹁
林
苑
﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
そ
の
広
義
は
林
園
・
林

囿
の
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
、

　
﹃
後
漢
書
﹄
梁
冀
伝
に
﹁（
梁
冀
）
又
多
拓
林
苑
、
禁
同
王
家
、
西
至
弘
農
、

東
界
滎
陽
、
南
極
魯
陽
、
北
達
河
・
淇
、
包
含
山
薮
、
遠
帶
丘
荒
、
周
旋
封
域
、

殆
將
千
里
﹂
と
あ
る
。

　

魏
碑
の
﹁
魏
故
龍
驤
将
軍
洛
州
李
使
君
墓
志
﹂
と
﹁
学
洞
儒
宗
、辞
単
林
苑
﹂

と
も
そ
の
用
例
で
あ
る
。

　

し
か
し
、狭
意
の
﹁
林
苑
﹂
は
﹁
上
林
苑
﹂
を
指
す
用
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、

　
﹃
華
陽
国
志
﹄に﹁
譙
隆
為
上
林
令
、武
帝
欲
広
上
林
苑
、隆
言
堯
舜
至
治
広
徳
。

不
務
林
苑
。
帝
後
思
其
言
、
徵
為
侍
中
﹂
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
﹁
林
苑
﹂
が

﹁
上
林
苑
﹂
を
含
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ま
た
、張
衡
の﹁
西
京
賦
﹂に﹁
上
林
禁
苑
、跨
谷
彌
阜
﹂（﹃
昭
明
文
選
﹄よ
り
）

と
あ
る
よ
う
に
、﹁
上
林
苑
﹂
を
﹁
上
林
禁
苑
﹂
と
呼
ぶ
例
も
あ
る
。
そ
の
﹁
禁

苑
﹂
は
﹁
林
苑
﹂
と
言
い
か
え
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
以
下
の
よ

う
に
﹁
林
苑
﹂
を
以
て
直
接
に
﹁
禁
苑
﹂
と
解
釈
し
た
事
例
も
あ
る
。

　

李
善
の
﹃
文
選
﹄
班
固
﹁
西
都
賦
﹂
の
注
に
﹁
上
囿
禁
苑
、即
林
苑
也
﹂
と
し
、

﹃
後
漢
書
﹄
班
彪
列
傳
に
﹁
西
郊
則
有
上
囿
禁
苑
﹂
李
賢
注
に
﹁
上
囿
謂
林
苑
也
﹂
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と
あ
る
。
す
な
わ
ち
唐
時
代
の
李
賢
に
よ
っ
て
﹁
上
囿
の
禁
苑
﹂
と
い
う
表
現

は﹁
上
囿
と
は
林
苑
と
謂
う
な
り
﹂と
解
釈
さ
れ
た
。す
な
わ
ち
、﹁
上
囿
の
禁
苑
﹂

と
は
﹁
上
囿
の
林
苑
﹂
と
同
じ
意
味
で
あ
り
、
禁
苑
は
林
苑
と
イ
コ
ー
ル
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
上
林
苑
の
﹁
林
苑
﹂
は
す
な
わ
ち
﹁
禁
苑
﹂
で
あ
る
と

い
う
解
釈
は
、み
な
漢
の
武
帝
期
以
降
の
史
料
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
り
、
武
帝
期
以
降
の
上
林
苑
は
﹁
上
林
禁

苑
﹂
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
秦
の
上
林
苑
は
必
ず
し
も
禁
苑
と
呼
ん
で
も
よ
い

証
拠
と
は
な
ら
な
い
。
以
下
に
考
証
す
る
よ
う
に
秦
上
林
苑
の
中
に
は
複
数
の

禁
苑
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、秦
上
林
禁
苑
と
の
呼
び
方
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

３　
「
林
」
と
「
禁
」
と
も
神
の
聖
域

　
﹁
林
﹂
と
﹁
禁
﹂
と
も
神
の
聖
域
で
あ
り
、
と
も
に
林
声
と
す
る
。﹁
林
﹂
字

は
﹃
説
文
解
字
﹄
に
﹁
平
土
に
叢
木
有
る
を
林
と
曰
ふ
﹂
と
し
て
、
ま
た
林
声

と
し
て
禁
・
琳
・
惏
・
霖
・
婪
な
ど
十
一
字
を
収
め
る
。﹁
林
﹂
字
は
﹃
爾
雅
﹄

釈
詁
に
﹁
林
は
君
な
り
﹂
と
あ
り
、林
に
神
の
意
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。﹃
詩
﹄

小
雅
、
賓
之
初
筵
に
﹁
百
礼
迎
に
至
る
。
壬
（
じ
ん
）
た
る
有
り
、
林
た
る
有

り
﹂と
状
態
詞
と
し
て
も
用
い
る
。
神
気
の
た
ち
こ
め
る
よ
う
な
状
態
を
い
う
。

　

白
川
静
氏
に
よ
っ
て﹁
禁
﹂字
は
林
＋
示
。示
は
神
を
祭
る
と
き
の
祭
卓
の
形
。

林
は
林
叢
。
そ
こ
を
神
を
祀
る
聖
所
と
す
る
。﹃
説
文
﹄
に
﹁
吉
凶
の
忌
な
り
﹂

と
タ
ブ
ー
の
意
に
解
し
、
字
を
林
声
と
す
る
。
神
苑
に
呪
禁
を
施
す
意
で
、
会

意
の
字
で
あ
る
。
も
と
は
神
の
聖
域
を
い
い
、の
ち
に
宮
城
の
意
と
な
る
（﹃
字

通
﹄）。
つ
ま
り
、
秦
代
上
林
苑
の
﹁
林
苑
﹂
と
漢
代
上
林
﹁
禁
苑
﹂
と
と
も
に

﹁
神
の
聖
域
﹂
を
指
す
の
は
間
違
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、﹁
上
林
苑
﹂と
は﹁
上
﹂と
い
う
天
子
の
神
的
な
聖
域
と
す
る﹁
林

苑
﹂で
あ
り
、漢
の
武
帝
期
以
降
に
な
る
と﹁
上
林
禁
苑
﹂と
も
い
う
。
で
は﹁
林

苑
﹂
と
﹁
禁
苑
﹂
と
の
区
別
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。
ま
ず
、

最
新
の
出
土
し
た
秦
簡
史
料
に
基
づ
い
て
、
秦
時
代
の
禁
苑
構
造
を
解
明
し
て

お
き
た
い
。

　
　

三　

秦
簡
禁
苑
律
に
初
め
て
み
え
た
秦
禁
苑
の
構
造

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
秦
上
林
苑
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が

古
典
文
献
史
料
の
み
を
検
討
し
て
き
た
た
め
に
、
な
か
な
か
判
断
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
七
十
年
代
の
睡
虎
地
秦
簡
や
、
と
く
に
八
十
年

代
の
龍
崗
秦
簡
に
大
量
の
禁
苑
律
令
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
伝
世
史

料
の
闕
如
を
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
は
そ
れ
ら
の
秦
簡
に
み
え
る
禁
苑
に
関
す
る
律
に
よ
っ
て
、
戦
国
秦
と
統

一
秦
の
禁
苑
を
構
造
的
に
復
元
し
て
み
た
。８　
そ
の
復
元
し
た
秦
禁
苑
の
基
本

的
な
構
造
は
の
ち
の
前
漢
武
帝
が
造
っ
た
上
林
苑
の
構
造
と
か
な
り
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
も
う
一
度
戦
国
秦
か
ら
秦
帝
国
の
上
林
苑

の
空
間
構
造
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

た
。

　

龍
崗
秦
簡
に
よ
っ
て
、
秦
帝
国
に
お
け
る
禁
苑
は
、
垣
に
囲
ま
れ
る
植
動
物

園
が
あ
る
祭
祀
空
間
と
宿
泊
場
所
で
あ
り
、
そ
の
典
型
的
な
形
は
す
な
わ
ち
禁
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苑
中
・
禁
苑
垣
・
禁
苑
堧
と
い
う
三
重
構
造
（
図
１
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

１　

禁
苑
「
垣
」
の
存
在

　

龍
崗
秦
簡
39
号
に
﹁
苑
嗇
夫
・
吏
、
数
々
循
行
し
、
垣
壊
決
す
る
有
り
て
獣

道
に
出
で
、
及
び
獣
出
で
て
外
に
在
る
を
見
れ
ば
、
亟
や
か
に
県
に
告
ぐ
﹂（
禁

苑
嗇
夫
・
吏
数
循
行
、
垣
有
壞
決
獣
道
出
、
及
見
獣
出
在
外
、
亟
告
県
）
と
あ

る
。
似
た
よ
う
な
律
は
睡
虎
地
秦
簡
﹁
徭
律
﹂
に
も
あ
る
。

　
﹁
県
葆
の
禁
苑
、
公
の
馬
牛
の
苑
は
、
徒
を
興
し
て
斬
垣
の
離
散
せ
る
を
以

て
之
を
補
繕
せ
し
む
に
及
べ
ば
、
輒
ち
以
て
苑
吏
を
效
し
、
苑
吏
は
之
に
循
へ
。

（
中
略
）
其
れ
近
田
の
獣
及
び
馬
牛
の
出
で
て
稼
を
食
ふ
恐
れ
あ
る
者
に
は
、

県
嗇
夫
が
其
の
旁か

た

は
ら
に
田
が
有
る
者
を
材は

か

り
興
し
、
貴
賎
な
く
、
田
の
少
多

を
以
て
人
を
出
だ
さ
し
め
、
以
て
之
に
垣
繕
は
し
む
も
、

（
徭
）
と
為
す
を

得
ず
。﹂（
縣
葆
禁
苑
・
公
馬
牛
苑
、
興
徒
以
斬
（
塹
）・
垣
・
離
（
籬
）・
散
（
柵
）

及
補
繕
之
、
輒
以
效
苑
吏
、
苑
吏
循
之
。（
中
略
）
其
近
田
恐
獸
及
馬
牛
出
食

稼
者
、
縣
嗇
夫
材
興
有
田
其
旁
者
、
無
貴
賤
、
以
田
少
多
出
人
、
以
垣
繕
之
、

不
得
爲

（
徭
）。）

　

禁
苑
垣
の
そ
ば
に
も
﹁
田
が
有
る
﹂
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
﹁
田
﹂
は
間
違

い
な
く
禁
苑
の
﹁
城
下
田
﹂﹁
城
郭
旁
地
﹂
で
あ
る
。

　

ま
た
、
龍
崗
秦
簡
に
は
上
述
し
た
垣
の
穴
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
律
（
令
）
も

あ
る
。
例
え
ば
、
簡
２
号
に
は
、﹁
竇
に
て
出
入
す
及
び
符
伝
毋
（
無
）
く

し
て
門
に
闌
入
す
る
者
は
、
斬
す
る
に
其
の
男
子
は
左
趾
、
□
女
︻
子
︼
は

︙
︙
﹂（
竇
出
入
及
毋
（
無
）
符
傳
而
闌
入
門
者
、斬
其
男
子
左
趾
、□
女
﹇
子
﹈

〼
）
と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
当
時
禁
苑
垣
を
設
け
た
理
由
は
、
禁
苑
へ
の
侵
入
者
を
防
ぐ
だ
け

で
は
な
く
、
動
物
が
逃
げ
出
す
の
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

　

２　
「
禁
苑
中
」
の
存
在

　

禁
苑
垣
に
囲
ま
れ
る
範
囲
は
﹁
禁
苑
中
﹂
と
呼
び
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
は
龍

崗
秦
簡
で
七
回
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、簡
７
号
に﹁
お
よ
そ
禁
苑
中
に（
用
）

事
が
あ
る
も
の
﹂（
諸
有
事
禁
苑
中
者
）
が
あ
り
、
簡
15
号
に
﹁
禁
苑
の
中
に

舎
（
や
ど
）
る
者
﹂（
舎
禁
苑
中
者
）
が
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
禁
苑
の
内
部

に
対
す
る
禁
律
で
あ
り
、龍
崗
秦
簡
は
場
合
に
よ
っ
て
は
﹁
禁
中
﹂
と
も
い
う
。

﹁
禁
苑
中
﹂
に
は
皇
帝
と
彼
に
従
う
人
間
の
﹁
舎
る
﹂（
簡
15
号
）
場
所
が
あ
る

だ
け
で
は
な
く
、﹁
禁
苑
の
吏
・
苑
人
及
び
黔
首
が
禁
中
に
（
用
）
事
が
有
れ
ば
﹂

（
禁
苑
吏
・
苑
人
及
黔
首
有
事
禁
中
）（
簡
６
号
）
人
間
の
職
場
も
あ
る
。
植
物

園
も
あ
り
（
簡
38
号
）、
動
物
園
も
あ
る
（
簡
39
号
）。

　

３　
「
禁
苑
堧
」
の
存
在

　

龍
崗
秦
簡
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
史
料
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
﹁
禁

苑
耎
﹂
と
い
う
土
地
に
関
す
る
律
文
の
存
在
が
見
出
さ
れ
た
。
胡
平
生
氏
は
そ

の
﹁
耎
﹂
と
い
う
字
は
﹁
壖
﹂
の
仮
借
字
で
あ
る
と
解
釈
し
、﹁
耎
﹂
は
文
献

に
あ
る
﹁
宮
壖
﹂﹁
廟
壖
﹂
と
い
う
壖
地
と
近
い
意
味
を
持
ち
、﹁
隔
離
地
帯
﹂

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
出
し
た
。
ま
た
、﹁
耎
﹂の
役
割
に
つ
い
て
は﹁
防

衛
の
範
囲
を
拡
大
し
、
皇
室
の
建
築
あ
る
い
は
領
地
の
安
全
を
確
保
す
る
﹂
も

の
で
あ
る
と
述
べ
た
。９
私
は
胡
氏
の
判
断
は
正
し
い
と
思
う
が
、﹁
耎
﹂は﹁
堧
﹂

の
仮
借
字
と
し
て
読
み
と
っ
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
。
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龍
崗
秦
簡
に
は
﹁
堧
﹂
に
か
か
わ
る
律
（
令
）
は
６
个
所
あ
る
。
例
え
ば
、

　

簡
27
号
に
﹁
お
よ
そ
禁
苑
に
は
耎
（
堧
）
を
置
き
、
苑
か
ら
四
十
里
の
範
囲

を
禁
じ
、
耎
（
堧
）
中
で
は
敢
え
て
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て
は
い
け
な
い
。
捕
獲

を
行
え
ば
そ
の
罪
は
﹁
盗
禁
中
﹂
と
（
同
じ
く
罰
す
る
）
︙
︙
﹂（
諸
禁
苑
為

耎
（
堧
）、去
苑
卌
里
、禁
毋
敢
取
耎
（
堧
）
中
獣
、取
者
其
罪
與
盗
禁
中
︻
同
︼

〼
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
禁
苑
垣
の
側
に
幅
四
十
里
（
約
20
㎞
）
範
囲
内
に
狩
猟

す
る
こ
と
を
禁
ず
る
律
（
令
）
で
あ
る
。

　

ま
た
、簡
28
号
に
い
う﹁
お
よ
そ
禁
苑
に
耎（
堧
）有
る
者
﹂（
諸
禁
苑
有
耎（
堧
）

者
）
よ
う
に
、
秦
の
禁
苑
は
堧
有
る
者
と
堧
無
き
者
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
に

分
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
禁
苑
垣
を
囲
う
堧
地
の
中
身
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

４　

禁
苑
堧
の
中
身

　
﹁
苑
堧
﹂
の
中
身
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
秦
時
代
禁
苑
の

基
本
構
造
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
筆
者
は
以
前
に
こ
の
課
題
を
研
究
し
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
て
い
う
と
、
堧
地
の
﹁
城
下
田
﹂
と
い
う
意
味

か
ら
、
秦
代
﹁
禁
苑
耎
（
堧
）﹂
に
お
け
る
公
田
・
山
沢
・
牧
場
・
道
路
・
狩

猟
場
・
墓
地
な
ど
の
構
造
的
な
存
在
で
あ
る
。

　
﹁
堧
﹂
は
﹃
説
文
解
字
﹄
に
﹁

﹂
と
し
て
﹁

、
城
下
田
也
。
一
曰
、

、

郤
地
。
从
田
耎
聲
。﹂
と
あ
る
。
段
玉
裁
の
﹃
説
文
解
字
注
﹄
に
﹁
所
謂
附
郭

之
田
也
。
張
晏
云
、
城
旁
地
也
。﹂
と
あ
り
、
そ
れ
は
上
述
し
た
秦
簡
に
み
る

禁
苑
垣
を
囲
う
﹁
禁
苑
の
堧
﹂
や
﹁
有
田
其
旁
者
﹂
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
そ

の
田
は
龍
崗
秦
簡
１
５
０
号
に
み
る
﹁
田
典
﹂
の
管
理
す
る
公
田
で
あ
る
の
は

確
認
で
き
た
。

　

龍
崗
秦
簡
1
号
に
﹁
諸
叚
（
假
）
兩
雲
夢
池
魚
（
漁
）
及
有
到
雲
夢
禁
中
者
、

得
取
灌
（
？
）
□
□
□
〼
﹂
と
あ
る
。
意
味
は
、﹁
す
べ
て
の
両
雲
夢
官
の
池

沢
を
仮
借
し
て
漁
業
を
行
い
、
及
び
雲
夢
禁
中
に
到
る
者
有
れ
ば
、
灌
（
木
）

を
取
る
こ
と
を
得
﹂と
あ
る
よ
う
に
、禁
苑
堧
に
自
然
の
沼
沢
に
つ
な
が
る﹁
池
﹂

が
あ
る
。
そ
の
池
は
少
な
く
と
も
禁
苑
堀
へ
つ
な
が
る
池
沢
と
し
て
、
禁
苑
を

囲
っ
た
四
十
里
幅
の
堧
地
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

　

上
述
し
た
睡
虎
地
秦
簡
﹁
徭
律
﹂
に
お
い
て
、﹁
公
馬
牛
苑
﹂
と
﹁
禁
苑
﹂

が
並
列
の
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
間
的
に
言
っ
て
も
﹁
公
馬
牛
苑
﹂
は
禁

苑
の
外
側
に
位
置
す
る
﹁
城
下
田
﹂
や
国
有
山
沢
、
す
な
わ
ち
龍
崗
秦
簡
に
み

る
堧
地
に
は
﹁
公
馬
牛
苑
﹂
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、﹃
史
記
﹄
五
宗
世

家
の
﹁
索
隠
﹂
で
、﹁
堧
﹂
に
つ
い
て
服
虔
の
﹁
宮
外
之
餘
地
﹂
説
と
顧
野
王

の
﹁
墙
外
行
馬
内
田
﹂（
垣
外
に
お
い
て
行
馬
す
る
宮
田
で
あ
る
）
説
を
引
い

て
解
釈
し
た
。
堧
地
に
は
馬
な
ど
の
畜
産
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　

堧
地
の
構
成
要
素
と
し
て
、
公
田
・
山
沢
・
牧
場
以
外
に
、
馳
道
・
狩
猟
場
・

墓
地
な
ど
も
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
史
料
が
龍
崗
秦
簡
に
お
い

て
も
発
見
さ
れ
た
。
簡
60
号
に
﹁
中
、
奴
（
駑
）
道
に
及
び
馳
道
を
わ
た
り
、

馳
道
と
奴
（
駑
）
道
の
同
門
と
橋
及
び
限
︙
︙
（
中
、及
奴
（
駑
）
道
絶
馳
道
、

馳
道
・
奴
（
駑
）
道
同
門
、
橋
及
限
）﹂
と
あ
り
、
簡
１
１
９
号
に
﹁
輿

は

速
く
駆
け
さ
せ
て
こ
れ
に
追
い
入
れ
、
逃
げ
ら
れ
な
い
う
ち
に
獣
は
速
や
か
に

分
離
し
て
、
決
し
て
獣
に
□
□
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。﹂（
輿

疾
敺
（
驅
）
入
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之
、
其
未
能

（
逃
）、
亟
散
離
之
、
唯
毋
令
獸
□
〼
）﹂
と
あ
り
、10　
簡
１
２

１
号
に
﹁
盗
徙
封
、侵
食
冢
廬
、贖
耐
。
□
□
宗
廟
耎
（
堧
）﹂
と
あ
る
簡
文
で
、

こ
の
こ
と
は
証
明
で
き
た
。

　

つ
ま
り
、
禁
苑
堧
地
と
は
公
田
・
山
沢
・
牧
場
・
馳
道
・
狩
猟
場
・
墓
地
な

ど
で
あ
る
と
い
う
空
間
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
禁

苑
堧
は
そ
の
内
側
に
位
置
す
る
禁
苑
や
、
ま
た
外
側
に
あ
る
庶
民
世
界
と
も
違

い
、
１
つ
の
中
間
地
帯
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
く
つ
か

の
特
別
な
律
（
令
）
が
設
け
ら
れ
た
、
禁
苑
垣
を
囲
う
﹁
城
下
田
﹂
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
﹁
田
﹂
で
は
律
（
令
）
を
守
れ
ば
、
耕
作
・
狩
猟
・
通
過
・
祭

祀
な
ど
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

　

５　

禁
苑
堧
外
側
の
土
地

　

禁
苑
堧
地
は
秦
が
全
国
を
統
一
し
て
か
ら
初
め
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
出
土
地
で
発
見
さ
れ
た
睡
虎
秦
簡
に
は
、﹁
禁
苑
﹂
に

関
す
る
律
令
は
多
く
あ
る
が
、﹁
堧
﹂
と
い
う
用
語
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、上
述
し
た
よ
う
に
﹁
公
馬
牛
苑
﹂
や
﹁
塹
・
垣
・

籬
・
散
（
柵
）﹂
や
﹁
有
田
其
旁
者
﹂
な
ど
本
来
堧
地
内
外
に
存
在
し
た
も
の

の
関
連
律
文
に
も
﹁
堧
﹂
の
存
在
は
い
っ
さ
い
み
ら
れ
な
い
。
秦
が
統
一
す
る

前
に
禁
苑
堧
地
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
睡
虎
地
秦
簡
の
よ
う
な

秦
が
統
一
す
る
前
の
律
令
や
文
書
に
は
﹁
堧
﹂
が
登
場
し
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
龍
崗
秦
簡
に
み
る
幅
六
十
里
分
離
地
帯
は
秦
朝
が
﹁
数
以
六
為
紀
﹂

と
い
う
新
制
度
を
立
ち
上
げ
た
後
に
出
来
た
禁
苑
制
度
で
あ
る
と
判
断
で
き

た
。
そ
し
て
、
秦
が
東
方
六
国
を
統
一
し
た
あ
と
、
各
国
の
離
宮
別
館
を
秦
朝

の
在
地
禁
苑
と
し
て
、
警
備
を
強
化
し
、
始
皇
帝
が
全
国
へ
巡
幸
し
た
と
き
の

行
在
所
と
し
た
。
禁
苑
堧
地
は
そ
の
と
き
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
堧
が
成
立
す
る
前
の
離
宮
別
館
の
周
り
の
土
地
は
、
そ
の
一

部
は
秦
朝
の
堧
地
と
な
っ
た
が
、
堧
の
外
側
の
土
地
は
従
来
の
ま
ま
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
堧
が
成
立
す
る
以
前
で
あ
る
戦
国
時
代
の
離
宮
別
館

の
周
り
の
土
地
は
ど
の
よ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

史
料
の
限
り
が
あ
る
の
で
、﹁
雲
夢
の
台
﹂（
宋
玉
﹃
高
唐
賦
﹄）
と
い
う
﹁
楚

王
離
宮
﹂（
曲
英
傑
﹃
長
江
城
址
﹄
湖
北
教
育
出
版
社
、
２
０
０
４
年
第
397
頁
）

の
周
り
の
自
然
環
境
を
一
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、譚
其
驤
氏
の
﹁
雲
夢
遊
猟
区
﹂

説
を
利
用
し
て
考
察
を
行
っ
た
。11　
そ
の
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

龍
崗
秦
簡
に
み
ら
れ
る
﹁
雲
夢
禁
中
﹂
と
い
う
秦
の
禁
苑
が
成
立
す
る
以
前

は
、
楚
王
の
離
宮
だ
け
で
な
く
、
離
宮
の
ま
わ
り
の
広
い
範
囲
も
立
ち
入
り
禁

止
の
﹁
雲
夢
遊
猟
区
﹂
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
楚
国
王
室
専
用
の
﹁
雲
夢

遊
猟
区
﹂
は
商
鞅
変
法
に
よ
っ
て
﹁
国
富
民
強
﹂
と
な
っ
た
秦
の
占
領
地
域
に

な
っ
て
以
降
﹁
開
放
﹂
さ
れ
、
秦
民
は
そ
の
土
地
を
﹁
墾
辟
﹂
し
て
、﹁
山
林
﹂

を
開
発
し
た
り
し
た
。
結
果
と
し
て
、
も
と
は
楚
王
室
君
主
の
所
有
で
あ
っ
た

古
い
雲
夢
地
域
は
、
秦
国
の
も
の
と
な
っ
て
以
降
、
一
部
は
秦
国
の
公
田
や
山

林
池
沢
と
し
て
人
民
に
貸
し
出
さ
れ
、
開
発
さ
れ
た
。
も
と
の
楚
王
の
離
宮
と

そ
の
周
り
の
狩
猟
場
は
、
前
２
７
８
年
秦
の
占
領
と
伴
に
秦
国
君
主
の
も
の
と

な
っ
た
が
、
一
部
の
山
林
川
沢
は
秦
国
の
公
田
・
牧
場
・﹁
公
馬
牛
苑
﹂
に
な
っ
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た
。
つ
ま
り
、
秦
禁
苑
の
空
間
構
造
は
、
狭
義
の
禁
苑
は
庶
民
の
入
れ
な
い
エ

リ
ア
と
堧
の
外
側
の
庶
民
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
、
二
つ
の
エ
リ
ア
の
間
に
は
堧

と
い
う
中
間
隔
離
地
帯
も
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
堧
は
、
禁

令
を
守
れ
ば
庶
民
も
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
、
龍
崗
秦
簡
や
睡
虎
地
秦
簡
に
み
る
戦
国
秦
と
統
一
秦
帝
国
の
禁
苑
像

を
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、
禁
苑
中
・
禁
苑
垣
・
禁
苑
堧
と
い
う
三
重
構
造
で

あ
っ
た
。
加
え
て
、﹁
隔
離
地
帯
﹂
と
な
っ
た
堧
地
は
禁
止
令
を
守
れ
ば
庶
民

で
も
入
れ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
地
帯
の
外
側
は
普
通
の
庶
民
世
界
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
復
元
さ
れ
た
秦
禁
苑
の
モ
デ
ル
は
、
秦
帝
国

の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
秦
の
上
林
苑
に
も
適
用
さ
れ
る

は
ず
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
モ
デ
ル
を
基
準
と
し
て
秦
上
林
苑
の
実
像
を

考
察
し
た
い
。

図
１
：
秦
簡
禁
苑
律
に
み
ら
れ
る
秦
禁
苑
構
造
の
イ
メ
ー
ジ
図

二十里幅の準堧地
（公田・山沢・牧場・道路・狩猟場・墓地有）動物を殺してはいけない

四十里幅の堧地
（公田・山沢・牧場・道路・狩猟場・墓地有）

動物を獲ってはいけない

禁苑垣

禁苑
立ち入り禁止
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四　

上
林
苑
の
秦
王
所
有
す
る
山
沢
・
荒
地
と
そ
の
開
放

　

上
述
し
た
よ
う
に
龍
崗
秦
簡
禁
苑
律
に
み
ら
れ
る
﹁
雲
夢
禁
中
﹂
は
、
戦
国

晩
期
ま
で
に
は
楚
王
所
有
の
薮
沢
と
離
宮
が
あ
る
狩
猟
エ
リ
ア
に
残
さ
れ
た
も

の
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
形
は
禁
苑
律
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
禁
苑
中
・
禁
苑

垣
・
禁
苑
堧
と
い
う
三
重
構
造
で
あ
っ
た
。
で
は
、
同
じ
秦
帝
国
に
お
い
て
最

も
有
名
な
上
林
苑
も
似
た
よ
う
な
沿
革
や
構
造
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
証
し

て
い
き
た
い
。

　

１　

秦
王
所
有
す
る
「
林
麓
薮
沢
」
の
秦
上
林
苑

　
（
後
漢
）
班
固
﹃
両
都
賦
﹄
は
長
安
郊
外
上
林
苑
の
様
子
に
つ
い
て
﹁
西
郊

則
有
上
囿
禁
苑
、
林
麓
薮
沢
、
陂
池
連
乎
蜀
・
漢
、
繚
以
周
牆
、
四
百
余
里
、

離
宮
別
館
、
三
十
六
所
、
神
池
靈
沼
、
往
往
而
在
﹂（﹃
後
漢
書
﹄
班
彪
列
伝
）

と
述
べ
た
。
班
固
の
い
う
四
百
余
里
の
﹁
周
牆
﹂
は
漢
武
帝
期
に
作
っ
た
も
の

で
あ
り
、
三
十
六
所
の
﹁
離
宮
別
館
﹂
や
往
往
在
る
﹁
神
池
靈
沼
﹂
は
戦
国
秦

か
ら
前
漢
ま
で
の
間
に
徐
々
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
蜀
・
漢
ま
で
つ
な

が
る
﹁
林
麓
薮
沢
﹂﹁
陂
池
﹂
な
ど
は
自
然
地
形
で
あ
る
の
で
、
戦
国
秦
上
林

苑
に
も
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

当
時
の
苑
に
お
け
る
﹁
林
麓
薮
沢
﹂
は
誰
の
所
有
土
地
で
あ
っ
た
か
。
そ
の

答
え
は
以
下
の
史
料
に
あ
る
。﹃
韓
非
子
﹄
外
儲
説
右
下
に

　
﹁
秦
大
に
飢
う
、
応
侯
請
う
て
曰
く
、﹃
五
苑
の
草
著
せ
る
蔬
菜
・
橡
果
・
棗
・

栗
は
、以
て
民
を
活
す
に
足
る
。
請
ふ
之
を
発
せ
ん
﹄
と
。
昭
襄
王
曰
く
、﹃
吾

が
秦
の
法
は
、
民
を
し
て
功
あ
り
て
賞
を
受
け
、
罪
あ
り
て
誅
を
受
け
し
む
。

今
五
苑
の
蔬
草
を
発
せ
ば
、
民
を
し
て
功
あ
る
と
功
な
き
と
倶
に
賞
あ
ら
し
む

る
な
り
。
夫
れ
民
を
し
て
功
あ
る
と
功
な
き
と
倶
に
賞
あ
ら
し
む
る
は
、
此
れ

乱
の
道
な
り
。
夫
れ
五
苑
を
発
し
て
乱
る
る
は
、
棗
蔬
を
棄
て
て
治
ま
る
に
如

か
ず
﹄
と
﹂（
秦
大
飢
、
応
侯
請
曰
、﹃
五
苑
之
草
著
蔬
菜
・
橡
果
・
棗
・
栗
足

以
活
民
、
請
発
之
。﹄
昭
襄
王
曰
、﹃
吾
秦
法
、
使
民
有
功
而
受
賞
、
有
罪
而
受

誅
。
今
発
五
苑
之
蔬
草
者
、
使
民
有
功
与
無
功
倶
賞
也
。
夫
使
民
有
功
与
無
功

倶
賞
者
、
此
乱
之
道
也
。
夫
発
五
苑
而
乱
、
不
如
棄
棗
蔬
而
治
﹄）
と
あ
る
。

　

こ
れ
は
秦
国
で
﹁
大
飢
﹂
が
発
生
し
、﹁
民
﹂
の
私
有
地
や
貸
し
て
も
ら
っ

た
国
有
地
の
産
物
だ
け
で
生
き
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、﹁
苑
﹂
の
産
物
を
人

民
に
﹁
発
﹂
す
る
救
災
手
法
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で

注
目
す
る
べ
き
こ
と
は
﹁
草
著
せ
る
蔬
菜
・
橡
果
・
棗
・
栗
﹂
な
ど
は
、
い
ず

れ
も
﹁
林
麓
薮
沢
﹂
の
所
産
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
﹁
苑
﹂
の
﹁
林
麓
薮
沢
﹂

は
人
民
の
私
有
土
地
で
も
国
有
土
地
で
も
な
く
、
秦
王
の
独
占
す
る
所
有
地
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
勿
論
上
林
苑
も
例
外
で
は
な
い
。

　

２　
「
林
麓
薮
沢
」
所
産
の
平
等
分
配
か
ら
君
主
独
占
へ

　

増
淵
龍
夫
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
春
秋
時
代
以
前
の
邑
制
国
家
は
、
祭
祀
と

軍
事
を
共
同
で
行
う
氏
族
性
的
共
同
体
で
あ
り
、
君
主
は
邑
の
周
り
の
民
と
耕

地
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
外
側
に
あ
る
未
開
の
山
林
薮
沢
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
山
林
薮
沢
で
の
田
猟
に
は
特
別
な
意
義
が
あ
っ
た
。﹃
春
秋
公
羊
伝
﹄
荘
四

年
の
注
に
﹁
狩
な
る
者
は
、
上
は
宗
廟
に
共
承
す
る
所
以
、
下
は
兵
行
を
教
習

す
る
所
以
な
り
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
氏
族
制
国
家
の
邑
の
長
は
諸
氏
族
成
員
を

引
き
つ
れ
て
田
猟
を
お
こ
な
い
、
そ
の
獲
物
は
犠
牲
と
し
て
供
薦
し
、
そ
の
方

三
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法
は
戦
闘
の
教
習
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
田
猟
で
得
た
山
林
薮
沢

の
禽
獣
は
、
大
獣
な
ら
共
同
体
の
祭
祀
の
供
物
と
軍
器
の
材
料
に
あ
て
ら
れ
、

小
獣
は
各
人
に
平
等
さ
れ
た
。
故
に
、
山
林
薮
沢
で
の
田
猟
は
、
邑
共
同
体
結

合
の
基
本
で
あ
る
祭
祀
と
軍
事
の
行
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
春
秋
中
期
以
降

に
な
る
と
従
来
の
共
同
体
的
規
制
下
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
山
林
薮
沢
は
、
次

第
に
君
主
個
人
の
家
産
と
な
り
、
さ
ら
に
戦
国
時
代
以
降
は
専
制
君
主
権
力
の

重
要
な
経
済
的
基
盤
、
す
な
わ
ち
少
府
の
税
収
と
な
っ
た
。12

　

上
林
苑
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
前
７
７
０
秦
の
襄
公
が
平
王
を
守
り
東
都

へ
送
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
諸
侯
国
と
な
り
、
秦
の
文
公
は
西
周
の
都
所

在
地
の
岐
の
以
東
地
域
を
占
領
し
た
諸
戎
を
潰
し
、﹁
岐
よ
り
以
東
は
之
を
周

に
献
し
﹂（
岐
以
東
献
之
周
）、13　
上
林
苑
の
場
所
は
ま
さ
に
そ
の
﹁
岐
よ
り
以

東
﹂
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
上
林
苑
所
在
の
地
域
は
西
周
時
代
か
ら
周
天
子
の

所
有
地
で
あ
っ
た
が
、
西
周
と
東
周
の
間
で
諸
戎
が
占
領
し
て
、
春
秋
時
代
に

諸
侯
国
の
秦
が
そ
の
土
地
を
奪
還
し
て
、﹁
周
に
献
し
﹂
た
。
し
た
が
っ
て
そ

の
山
林
薮
沢
は
﹁
周
天
子
の
林
苑
﹂
で
あ
っ
た
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
す
れ

ば
そ
の
時
代
、既
に
﹁
上
林
苑
﹂
と
い
う
名
前
が
生
じ
た
可
能
性
が
出
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
エ
リ
ア
は
事
実
上
、
徐
々
に
秦
王
の
領
有
し
た
山
林
薮
沢
の
狩

猟
地
区
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

３　

君
主
独
占
し
た
山
沢
と
荒
地
を
民
へ
の
開
放

　

戦
国
時
代
の
君
主
専
制
は
、
西
周
時
代
以
来
の
氏
族
宗
法
制
よ
り
も
進
歩
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
﹁
林
麓
薮
沢
﹂
は
税
收
源
と
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
周
辺
の
荒
地
も
人
民
に
開
放
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
君
主
専
制
が

成
立
し
な
が
ら
、
人
民
の
地
位
が
向
上
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
例
え

ば
上
述
し
た
よ
う
に
、雲
夢
沢
は
春
秋
以
来
、楚
王
宗
室
専
用
の
狩
猟
区
で
あ
っ

た
が
、
戦
国
晩
期
に
秦
の
占
領
に
よ
っ
て
人
民
に
開
放
さ
れ
、
税
收
源
と
な
っ

た
こ
と
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

実
は
、
同
じ
変
化
は
す
で
に
秦
の
商
鞅
変
法
し
た
と
き
に
も
、
秦
の
本
土
で

発
生
し
た
。
商
鞅
の
﹁
墾
草
令
﹂
に
﹁
壹
山
沢
﹂
し
て
﹁
農
則
草
必
墾
矣
﹂
と

あ
る（﹃
商
君
書
﹄墾
令
）よ
う
に
、国
が﹁
山
沢
﹂税
收
を
独
占
し
な
が
ら
、﹁
山

沢
﹂地
帯
に
あ
た
る﹁
草
﹂と
い
う
無
主
荒
地
は
民
の
開
拓
を
勧
め
た
。﹁
山
沢
﹂

税
收
は
少
府
の
所
管
で
あ
る
が
、﹁
草
﹂
田
の
租
税
は
治
粟
内
史
の
税
源
で
あ

る
。
上
林
苑
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
上
林
苑
の
範
囲
内
に
確
認
で
き
た
邑

や
県
は
、
少
な
く
と
も
鄠
邑
と
杜
県
が
あ
る
。
鄠
邑
は
﹃
元
和
郡
縣
志
﹄
二
に

﹁
鄠
、夏
之
扈
國
。
秦
改
爲
鄠
邑
﹂
と
あ
り
、﹃
漢
書
﹄
地
理
志
に
﹁
有
萯
陽
宮
、

秦
文
王
起
﹂
と
、
馬
非
百
に
は
﹁
鄠
今
改
爲
戸
﹂
と
し
た
。14　
杜
県
は
﹃
三
輔

黄
図
﹄
に
﹁
宜
春
宮
、
本
秦
之
離
宮
、
在
長
安
城
東
南
、
杜
県
東
﹂
と
あ
る
の

で
、
そ
れ
は
宜
春
宮
以
西
の
上
林
苑
の
中
に
在
る
県
で
あ
る
。

　

西
周
以
来
邑
制
国
内
の
平
等
に
分
配
し
て
い
た
﹁
林
麓
薮
沢
﹂
の
所
産
が
、

戦
国
時
代
以
降
に
少
府
の
王
室
税
源
と
治
粟
内
史
の
国
家
税
源
と
な
っ
た
こ
と

は
、
画
期
的
な
、
時
代
的
な
大
変
化
で
あ
ろ
う
。

　

商
鞅
変
法
よ
り
少
々
遅
い
秦
恵
文
王
時
代
に
、
上
林
苑
範
囲
内
の
土
地
が
貴

族
の
﹁
宗
邑
﹂
と
し
て
封
じ
ら
れ
た
事
例
も
確
認
で
き
た
。
出
土
し
た
秦
恵
文

四
年
﹃
瓦
書
﹄
に
﹁
杜
（
県
）
の
澧
邱
よ
り
潏
水
に
到
る
を
取
り
、
以
て
右
庶

長
歜
の
宗
邑
と
為
す
﹂（
取
杜
才
（
在
）
澧
邱
到
潏
水
以
爲
右
庶
長
歜
宗
邑
）

三
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と
あ
る
が
、
そ
の
場
所
は
先
行
研
究
で
﹁
在
杜
県
劃
出
澧
邱
到
潏
水
間
的
一
段

土
地
﹂
と
指
摘
さ
れ
た
。15　
瓦
文
に
み
ら
れ
る
﹁
杜
﹂﹁
潏
水
﹂
は
ど
こ
に
あ

た
る
か
を
示
す
史
料
は
以
下
に
あ
る
。﹁
杜
﹂
は
﹃
三
輔
黄
図
﹄
に
﹁
宜
春
宮
、

本
秦
之
離
宮
、
在
長
安
城
東
南
、
杜
県
東
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
宜
春
宮
以
西
の

上
林
苑
の
中
に
在
る
県
で
あ
り
、﹁
潏
水
﹂（
泬
水
と
も
い
う
）16　
と
は
﹃
漢
書
﹄

地
理
志
に
﹁
有
潏
水
、
皆
北
過
上
林
苑
入
渭
﹂
と
し
た
よ
う
に
上
林
苑
を
通
る

川
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
庶
長
歜
の
宗
邑
は
ま
さ
し
く
上
林
苑
の
中
に
あ

た
る
。

　

以
上
、
秦
上
林
苑
の
自
然
環
境
と
そ
の
時
代
的
な
変
遷
に
よ
っ
て
、
王
室
所

有
の
林
麓
薮
沢
や
民
の
公
田
、
貴
族
の
封
邑
と
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　

五　

上
林
苑
に
お
け
る
「
垣
有
る
」
禁
苑
の
分
布
と
性
格

　

古
典
に
は
﹁
苑
囿
﹂
と
い
う
言
葉
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
実
は
﹁
苑
﹂

と
﹁
囿
﹂
の
区
別
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。﹃
説
文
解
字
﹄
が
囿
の
意
を
﹁
苑

に
垣
有
る
な
り
﹂
と
解
釈
し
た
よ
う
に
、﹁
苑
﹂
は
垣
が
な
い
も
の
と
垣
が
あ

る
も
の
が
存
在
し
た
。
で
あ
る
な
ら
、
上
述
し
た
秦
簡
に
確
認
で
き
る
秦
時
代

の
﹁
禁
苑
﹂
は
、
堧
が
あ
る
か
な
い
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
み
な
垣
が
あ
る
空

間
構
造
と
な
る
の
は
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
後
の
漢
代
と
ち
が
い
、
秦
時
代

に
は
﹁
禁
苑
﹂
と
い
え
ば
﹃
説
文
解
字
﹄
に
お
け
る
﹁
囿
﹂
の
か
た
ち
で
あ
っ

た
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
秦
律
に
み
え
る
﹁
苑
に
垣

有
る
な
り
﹂と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
、秦
上
林
苑
の
中
に
い
く
つ
の
禁
苑
が
あ
っ

た
か
、
そ
の
分
布
及
び
性
格
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
考
証
し
た
い
。

　

１　

漢
武
帝
期
ま
で
の
「
周
牆
」
無
き
上
林
苑

　

ま
ず
、
漢
武
帝
以
降
の
上
林
苑
に
垣
が
有
る
経
緯
を
述
べ
て
お
き
た
い
と
思

う
。

　
﹃
漢
書
﹄
東
方
朔
伝
に
よ
る
と
、建
元
三
年
（
前
１
３
８
）
漢
の
武
帝
は
﹁
遂

起
上
林
苑
、
如
寿
王
所
奏
云
﹂
と
あ
る
が
、
そ
の
﹁
上
林
苑
を
起
こ
す
﹂
計
画

に
対
し
て
、
東
方
朔
は
以
下
の
よ
う
に
諌
め
た
。

　
﹁
上
林
雖
小
、
臣
尚
以
為
大
也
。
夫
南
山
、
天
下
之
阻
也
、
南
有
江
淮
、
北

有
河
渭
、
其
地
從
汧
隴
以
東
、
商
雒
以
西
、
厥
壤
肥
饒
。
漢
興
、
去
三
河
之
地
、

止
霸
産
以
西
、
都
涇
渭
之
南
、
此
所
謂
天
下
陸
海
之
地
、
秦
之
所
以
虜
西
戎
兼

山
東
者
也
。
其
山
出
玉
石
、
金
・
銀
・
銅
・
鉄
・
豫
章
・
檀
・
柘
、
異
類
之
物
、

不
可
勝
原
、
此
百
工
所
取
給
、
萬
民
所
卬
足
也
。
又
有
粳
稻
梨
栗
桑
麻
竹
箭
之

饒
、
土
宜
姜
芋
、
水
多
鼃
魚
、
貧
者
得
以
人
給
家
足
、
無
饑
寒
之
憂
。
故
酆
鎬

之
間
號
為
土
膏
、
其
賈
畝
一
金
。
今
規
以
為
苑
、
絶
陂
池
水
沢
之
利
、
而
取
民

4

4

膏
腴
之
地

4

4

4

4

、上
乏
国
家
之
用
、下
奪
農
桑
之
業
、棄
成
功
、就
敗
事
、損
耗
五
穀
、

是
其
不
可
一
也
。
且
盛
荊
棘
之
林
、
而
長
養
麋
鹿
、
広
狐
兔
之
苑
、
大
虎
狼
之

虛
、
又
壊
人
塚
墓
、
発
人
室
廬
、
令
幼
弱
懐
土
而
思
、
耆
老
泣
涕
而
悲
、
是
其

不
可
二
也
。
斥
而
営
之
、垣
而
囿
之

4

4

4

4

、騎
馳
東
西
、車
騖
南
北
、又
有
深
溝
大
渠
、

夫
一
日
之
樂
不
足
以
危
無
隄
之
輿
、
是
其
不
可
三
也
。
故
務
苑
囿
之
大
、
不
恤

農
時
、
非
所
以
強
國
富
人
也
﹂

三
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や
や
な
が
い
文
章
を
引
用
し
た
が
、
武
帝
期
ま
で
の
上
林
苑
の
あ
り
さ
ま
が

よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、﹁
垣
し
て
之
（
上
林
苑
を

指
す
︱
筆
者
注
）
を
囿
す
れ
ば
﹂、
す
な
わ
ち
﹁
民
の
膏
腴
之
地
を
取
っ
て
﹂

し
ま
っ
た
と
い
う
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
史
料
だ

け
で
も
漢
武
帝
ま
で
の
上
林
苑
は
垣
無
き
﹁
苑
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
前
引
の
班
固
﹃
両
都
賦
﹄
の
﹁
西
郊
則
有
上
囿
禁
苑
、（
中
略
）

繚
以
周
牆
、
四
百
余
里
﹂
と
い
う
上
林
苑
は
漢
武
帝
の
改
造
し
た
垣
有
る
﹁
上

囿
禁
苑
﹂
で
あ
る
と
解
し
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
す
で
に
前
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
実
は
古
典
に
上
林
苑
を
﹁
禁

苑
﹂
と
呼
ぶ
用
例
は
、
全
て
漢
武
帝
以
降
の
上
林
苑
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、﹃
史
﹄﹃
漢
﹄
に
み
ら
れ
る
上
林
苑
に
無
断
侵
入
し
た
例
も

全
て
漢
武
帝
以
降
の
記
事
で
あ
る
。
ま
た
、﹃
長
安
志
﹄
巻
九
に
﹁
漢
武
上
林

延
亘
四
百
余
里
禁
御
使
人
不
得
遊
観
﹂
と
あ
る
の
は
、
同
じ
よ
う
に
読
み
と
っ

た
方
が
よ
い
と
思
う
。

　

２　

阿
房
宮
を
代
表
と
す
る
政
務
的
禁
苑
群

　
﹃
三
輔
黄
図
﹄
秦
宮
に
﹁
阿
房
宮
、
亦
曰
阿
城
。
恵
文
王
造
。
宮
未
成
而
亡
。

始
皇
広
其
宮
、
規
恢
三
百
里
（
中
略
）
阿
房
宮
未
成
、
成
欲
更
択
令
名
命
之
。

作
宮
阿
基
旁
、
故
天
下
謂
之
阿
房
宮
﹂
と
あ
る
。

　
﹃
史
記
﹄
秦
始
皇
本
紀
に
﹁（
三
十
五
年
）
始
皇
以
為
咸
陽
人
多
、
先
王
之
宮

廷
小
、
吾
聞
周
文
王
都
豐
、
武
王
都
鎬
・
豐
鎬
之
閒
、
帝
王
之
都
也
。
乃
営
作

朝
宮
渭
南
上
林
苑
中
。
先
作
前
殿
阿
房
、
東
西
五
百
步
、
南
北
五
十
丈
、
上
可

以
坐
萬
人
、
下
可
以
建
五
丈
旗
。
周
馳
為
閣
道
、
自
殿
下
直
抵
南
山
﹂
と
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、﹁
阿
房
宮
﹂
は
秦
の
恵
文
王
（
前
３
５
６
～
前
３

１
１
）が
造
り
始
め
た
が
、﹁
未
成
﹂で
あ
り
、始
皇
帝
も
造
り
続
け
た
が﹁
未
成
﹂

だ
っ
た
。
そ
の
場
所
は﹁
渭
南
に
お
け
る
上
林
苑
の
中
﹂に
あ
た
る
。﹁
阿
房
宮
﹂

は
﹁
阿
城
﹂
と
も
い
う
の
で
、
渭
水
北
岸
に
あ
る
陽
都
か
ら
離
れ
た
、
上
林
苑

に
お
け
る
垣
有
る
宮
殿
で
あ
る
。
完
成
す
れ
ば
﹁
朝
宮
﹂
と
な
る
予
定
だ
っ
た

が
、
結
局
は
ず
っ
と
離
宮
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
阿
房
宮
が
未
完
成
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
説
が
出
て
い
る
。今
の
発
掘
結
果
か
ら
は
、阿
房
宮
の
前
殿
が
未
完
成
で
あ
っ

た
こ
と
は
証
明
で
き
る
が
、
阿
房
宮
自
体
が
未
完
成
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
全
体
的
な
発
掘
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。17　
い
ず
れ
に

せ
よ
、
近
年
の
発
掘
で
阿
房
宮
遺
跡
附
近
、
苑
囿
の
特
徴
が
み
え
る
遺
構
が
み

つ
か
っ
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
よ
っ
て
当
時
の
上
林
苑
に
、
未
完
成
で
あ
っ

た
と
し
て
も
阿
房
宮
を
代
表
と
す
る
禁
苑
が
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
の
構
造
は
史
料
に
限
り
が
あ
り
不
明
で
あ
る
が
、
秦
帝
国
の
最
も
大
き
い

宮
殿
が
あ
る
﹁
阿
城
﹂
も
大
き
い
規
模
を
持
つ
城
で
あ
ろ
う
と
想
定
で
き
る
。

そ
う
な
ら
ば
﹁
阿
城
﹂
の
外
側
に
何
十
里
も
の
幅
の
﹁
堧
﹂
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
都
に
近
い
阿
房
宮
禁
苑
と
都
咸
陽
と
の
間
に
、
さ
ら
に

興
慶
宮
・
信
宮
・
章
臺
宮
を
挟
ん
で
、
一
つ
の
禁
苑
群
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
献
に
よ
る
と
信
宮
・
興
慶
宮
・
章
臺
宮
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
が
残
っ
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て
い
る
。

　

信
宮　
﹃
史
記
﹄
秦
始
皇
本
紀
に
﹁（
始
皇
27
年
）
焉
作
信
宮
渭
南
︐
已
更
命

信
宮
為
極
廟
︐
象
天
極
。
自
極
廟
道
通
酈
山
、
作
甘
泉
前
殿
﹂
と
あ
る
。

　

興
楽
宮　
﹃
三
輔
旧
事
﹄
に
﹁
秦
於
渭
南
有
興
楽
宮
、
渭
北
有
咸
陽
宮
、
秦

昭
王
欲
通
二
宮
之
間
、造
橫
橋
長
三
百
八
十
歩
﹂（﹃
史
記
﹄
孝
文
紀
正
義
引
く
）

と
あ
る
。﹃
三
輔
黄
図
﹄
に
﹁
興
楽
宮
、
秦
始
皇
帝
造
、
漢
修
飾
之
、
周
回
二

十
余
里
、
漢
太
后
常
居
之
﹂
と
あ
る
。

　

興
楽
宮
は
前
漢
時
代
に
長
楽
宮
に
な
っ
た
が
、
も
と
は
秦
の
始
皇
帝
以
前
に

も
存
在
し
た
。
場
所
は
渭
水
の
南
に
あ
っ
た
の
で
、
当
時
、
上
林
苑
の
北
堺
が

渭
水
に
至
っ
た
と
す
れ
ば
、
興
楽
宮
は
上
林
苑
の
範
囲
内
に
位
置
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

章
臺
宮
は
渭
水
の
南
に
位
置
し
、
秦
の
都
咸
陽
を
造
っ
た
後
に
章
臺
に
宮
殿

を
建
築
し
て
章
臺
宮
と
称
し
た
。
秦
王
及
び
秦
の
始
皇
帝
は
日
常
の
政
務
と
生

活
は
よ
く
こ
こ
で
行
っ
た
。
著
名
な
荊
軻
の
図
﹁
窮
き
わ
ま
り
て
匕
首
見
る
﹂

の
事
件
が
章
臺
宮
で
起
こ
っ
た
の
は
有
名
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
興
楽
宮
・
章
臺
宮
な
ど
の
離
宮
を
合
わ
せ
て
、
阿
房
宮
を
代

表
と
す
る
１
つ
の
禁
苑
群
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
禁
苑
群
は
、
都
咸
陽

の
副
都
と
し
て
主
に
機
能
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
上
述
し
た
よ

う
に
始
皇
帝
は
よ
く
こ
こ
で
朝
廷
の
政
治
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
信
宮
は
神

聖
な
る
祭
祀
の
場
所
、
ま
さ
に
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
務
を
行
う
エ
リ
ア
で
あ

る
。18　
ま
た
章
臺
宮
と
は
恐
ら
く
外
務
を
処
理
す
る
場
で
あ
り
、
刺
客
の
荊
軻

と
会
合
し
た
こ
と
も
、
そ
の
機
能
を
表
す
例
で
あ
る
。
興
楽
宮
と
は
皇
后
た
ち

の
内
務
を
す
る
大
内
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
機
能
を
考
え
れ
ば
、
阿
房
宮
禁
苑
群
は
ま
さ
に
神
務
・
外
務
・

内
務
と
い
う
三
位
一
体
な
副
都
と
呼
ば
れ
る
禁
苑
エ
リ
ア
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

３　

狩
猟
機
能
な
る
上
林
苑
の
西
方
禁
苑
群

　

睡
虎
地
秦
簡
・
龍
崗
秦
簡
に
み
る
禁
苑
の
狩
猟
機
能
を
最
も
表
す
場
所
は
、

上
林
苑
西
方
の
萯
陽
宮
禁
苑
や
長
陽
宮
禁
苑
で
あ
ろ
う
。

　

萯
陽
宮
の
﹁
萯
﹂
と
は
背
く
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
萯
陽
宮
と
は
陽
気
に
そ
む

く
禁
苑
で
あ
り
、
皇
帝
が
長
く
泊
ま
る
と
い
う
よ
り
狩
猟
な
ど
の
行
事
を
す
る

臨
時
の
離
宮
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
上
林
苑
で
最
も
古
い
離
宮
で
あ
り
、ま
た
倍
陽
宮
と
も
い
う
。﹃
漢
書
﹄

地
理
志
に
﹁
鄠
﹂
條
に

　
﹁
鄠
水
出
東
南
、
有
潏
水
、
皆
北
過
上
林
苑
入
渭
。
有
萯
陽
宮
、
秦
文
王
起
﹂

と
あ
り
、
一
般
に
﹁
秦
文
王
﹂
と
は
﹁
秦
惠
文
王
﹂
の
誤
り
だ
ろ
う
と
す
る
。

秦
惠
文
王
は
、
ま
た
秦
惠
王
や
秦
惠
文
君
と
も
稱
ず
る
。

　

長
楊
宮
に
つ
い
て
は
、﹃
漢
書
﹄
地
理
志
に
﹁
盩
厔
（
周
至
）﹂
條
に
﹁
有
長

楊
宮
、
秦
昭
王
起
﹂
と
あ
る
。
秦
昭
襄
王
（
前
３
２
５

－

前
２
５
１
、
前
３
０

６
即
位
）は
戦
国
秦
国
の
国
王
で
あ
り
、秦
昭
王
と
も
い
い
、都
は
咸
陽
で
あ
る
。

﹃
三
輔
黄
図
﹄
に
﹁
本
秦
旧
宮
、
至
漢
修
飾
之
以
備
行
幸
。
宮
中
有
垂
楊
数
畝
、

因
為
宮
名
。
門
曰
射
熊
館
（
亦
作
観
）。
秦
漢
游
猟
之
所
﹂
と
あ
る
。

　

史
料
の
限
り
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
離
宮
に
垣
が
あ
る
か
ど
う
か
の
直
接

的
な
証
拠
は
な
い
が
、﹁
射
熊
館
﹂
が
あ
る
場
所
だ
っ
た
の
で
、
秦
簡
に
み
え

三
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る
禁
苑
中
の
動
物
が
逃
げ
出
さ
な
い
た
め
に
垣
を
築
く
律
令
を
参
照
す
れ
ば
、

そ
の
離
宮
は
垣
有
る
囿
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
述
し
た
雲
夢
沢
に

あ
っ
た
楚
国
の
旧
離
宮
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
エ
リ
ア
を
狩
猟

機
能
の
あ
る
禁
苑
群
で
あ
る
と
判
断
し
た
い
。

　

４　

宜
春
宮
を
中
心
と
し
て
の
休
養
な
る
禁
苑
群

　
﹃
後
漢
書
﹄
百
官
志
に
﹁
孝
武
帝
初
置
水
衡
都
尉
、
秩
比
二
千
石
、
別
主
上

林
苑
有
離
宮
燕
休
之
処
、
世
祖
省
之
、
并
其
職
於
少
府
﹂
と
あ
る
。﹃
通
典
﹄

二
十
七
に
﹁
漢
武
帝
元
鼎
二
年
、
初
置
水
衡
都
尉
、
掌
上
林
苑
、
蓋
主
上
林
離

宮
燕
休
之
處
﹂
と
あ
る
。
や
や
遅
い
時
代
の
史
料
で
あ
る
が
、
上
林
苑
に
お
け

る
﹁
離
宮
﹂
は
﹁
燕
休
の
處
﹂
が
あ
る
の
は
違
い
な
い
。
秦
の
上
林
苑
に
は
考

証
で
き
る
の
は
宜
春
宮
と
杜
南
宮
し
か
な
い
。

　

宜
春
宮
と
は
、﹃
三
輔
黄
図
﹄
に
﹁
宜
春
宮
、本
秦
之
離
宮
、在
長
安
城
東
南
、

杜
県
東
、
近
下
杜
﹂
と
あ
り
、﹃
史
記
﹄
司
馬
相
如
列
伝
に
﹁（
上
）
還
過
宜
春

宮
、
相
如
奏
賦
以
哀
二
世
行
失
也
﹂
と
あ
る
。

　

そ
の
場
所
は
﹃
正
義
﹄
引
く
﹃
括
地
志
﹄
に
﹁
秦
宜
春
宮
在
雍
州
萬
年
県
西

南
三
十
里
。
宜
春
苑
在
宮
之
東
、
杜
之
南
。
始
皇
本
紀
云
葬
二
世
杜
南
宜
春
苑

中
﹂
と
記
し
た
。

　
﹃
史
記
﹄始
皇
本
紀
に﹁
二
世
皇
帝
享
国
三
年
。葬
宜
春
。趙
高
為
丞
相
安
武
侯
。

二
世
生
十
二
年
而
立
﹂
と
あ
る
。
顔
師
古
の
注
に
﹁
宜
春
、
宮
名
、
在
杜
県
東
、

即
今
曲
江
池
是
其
処
也
﹂（﹃
漢
書
﹄
司
馬
相
如
伝
）
と
し
た
。

　

宜
春
宮
の
場
所
は
﹁
杜
県
の
東
か
た
に
在
り
﹂
と
い
う
史
料
か
ら
わ
か
る
こ

と
は
、
杜
県
と
い
う
行
政
地
域
は
宜
春
宮
以
西
の
上
林
苑
内
に
位
置
し
た
の
は

違
い
な
い
。

　

又
﹃
三
輔
黄
図
﹄
に
﹁
御
羞
・
宜
春
皆
苑
名
也
﹂
と
あ
る
の
で
、
宜
春
苑
と

宜
春
宮
は
同
じ
場
所
に
お
け
る
苑
と
そ
の
な
か
の
宮
殿
で
あ
る
。
渾
言
す
れ
ば

宜
春
禁
苑
で
あ
る
。
同
じ
く
、
以
下
の
杜
南
苑
も
必
ず
杜
南
宮
が
あ
る
禁
苑
で

あ
る
。

　

杜
南
宮
に
関
す
る
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
秦
﹁
杜
南
苑
丞
﹂
封
泥
が
あ
る

の
で
、
近
年
考
古
学
者
は
宜
春
苑
の
南
方
に
あ
る
、
杜
南
と
い
う
地
域
に
一
処

の
﹁
杜
南
苑
﹂
と
呼
ば
れ
る
秦
苑
が
あ
っ
た
と
判
明
し
た
。19　

　

た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
離
宮
に
垣
が
有
る
か
ど
う
か
の
史
料
は
発
見
さ
れ
て

な
い
が
、
宦
官
を
設
け
て
宮
内
女
性
を
守
る
時
代
に
、
皇
室
女
性
も
よ
く
居
ら

れ
る
﹁
上
林
離
宮
燕
休
之
處
﹂
に
垣
が
な
い
と
は
考
え
難
い
の
で
、
宜
春
宮
ら

の
休
養
な
る
禁
苑
群
も
秦
簡
に
記
し
た
垣
有
る
禁
苑
だ
っ
た
と
判
断
し
た
い
。

　
　

お
わ
り
に　

開
放
式
な
秦
上
林
苑
構
造
と
そ
の
性
格

　

上
述
し
た
と
お
り
、
出
土
し
た
秦
簡
禁
苑
律
に
よ
っ
て
新
し
い
視
点
か
ら
み

る
秦
の
上
林
苑
は
、
分
散
・
開
放
的
な
範
囲
内
に
、
複
数
の
禁
苑
群
エ
リ
ア
に

分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
政
治
（
祭
祀
も
）・
狩
猟
・
休
養
な
ど
様
々
な
禁

苑
性
格
を
備
え
、
ま
さ
に
首
都
咸
陽
の
副
都
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
い

う
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
は
秦
上
林
苑
に
関
す
る
直
接
な
史
料
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
に
対
し

て
、
当
時
の
禁
苑
律
と
わ
り
あ
い
変
遷
や
構
造
が
分
か
っ
た
同
時
期
に
お
け
る

三
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秦
占
領
地
の
楚
雲
夢
狩
猟
区
か
ら
秦
の
﹁
雲
夢
禁
中
﹂
へ
変
身
し
て
い
た
事
例

と
比
較
し
検
討
し
て
き
て
、
秦
上
林
苑
は
春
秋
時
代
ま
で
存
在
し
た
祭
祀
や
狩

猟
機
能
的
な
邑
制
国
家
共
同
体
の
所
有
山
沢
地
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
秦
孝
公
の

と
き
に
商
鞅
変
法
に
よ
っ
て
咸
陽
都
や
四
十
一
県
を
造
っ
た
共
に
、
一
部
の
県

は
上
林
苑
に
入
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
で
上
林
苑
の
一
部
は
人
民
に
開
放
し
、

山
沢
と
開
拓
地
の
税
收
は
秦
の
王
室
と
国
家
の
財
源
と
な
っ
た
。
一
方
、
遅
く

と
も
秦
の
恵
文
王
（
前
３
３
７
～
前
３
１
１
在
位
）
の
と
き
に
、
萯
陽
宮
や
阿

房
宮
な
ど
王
室
の
離
宮
が
つ
く
ら
れ
た
と
判
断
し
た
。

　

秦
帝
国
に
な
る
と
、
渭
水
南
岸
と
南
山
北
麓
に
挟
ま
れ
た
複
数
の
禁
苑
群
の

間
に
、
秦
内
史
と
い
う
近
畿
に
お
け
る
鄠
邑
・
杜
県
や
灞
・
滻
・
潏
・
交
・
灃
・

澇
と
い
う
諸
川
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
﹁
林
麓
・
薮
沢
・
陂
池
﹂
と
県
民
の
公
田

と
も
あ
る
開
放
式
な
巨
大
な
林
苑
で
あ
る
。

　

ま
た
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
秦
上
林
苑
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
秦
の
国
家

形
態
は
春
秋
時
代
の
邑
制
国
家
や
戦
国
の
君
主
専
制
国
家
、
全
国
統
一
の
秦
帝

国
と
様
々
な
歴
史
的
な
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、﹁
上
林
苑
﹂
と
い
う
君
主

の
林
苑
は
最
初
か
ら
狩
猟
区
で
あ
り
、
祭
祀
政
治
と
軍
事
訓
練
の
場
所
と
い
う

根
本
的
な
性
格
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、﹃
史
記
﹄

滑
稽
列
伝
に
﹁
始
皇
嘗
て
議
し
て
、
苑
囿
を
大
に
し
、
東
の
か
た
函
谷
関
に
至

り
西
の
か
た
雍
陳
倉
に
至
ら
ん
と
欲
す
。
優
旃
曰
く
、﹃
善
し
。
多
く
禽
獣
を

其
中
に
縦
ち
、
冦
、
東
方
よ
り
来
た
ら
ん
と
き
、
麋
鹿
を
し
て
之
に
触
れ
し
め

ば
、
足
ら
ん
﹄
と
。
始
皇
、
故
を
以
て
輟
止
す
﹂（
始
皇
嘗
議
欲
大
苑
囿
、
東

至
函
谷
関
、
西
至
雍
陳
倉
。
優
旃
曰
：﹃
善
。
多
縦
禽
獣
於
其
中
、
冦
従
東
方
来
、

令
麋
鹿
触
之
足
矣
。﹄
始
皇
以
故
輟
止
）
と
記
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
芸
能
人

か
ら
皇
帝
ま
で
み
な
認
め
た
の
は
﹁
苑
囿
﹂
と
は
単
純
な
娯
楽
場
だ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
国
家
は
﹁
冦
﹂
の
侵
略
に
対
し
て
日
常
的
に
訓
練
す
る
狩
猟
地
区

で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
秦
の
禁
苑
律
や
秦
地
の
雲
夢
狩
猟
区
と
雲
夢
禁
苑
の
実
例
を
比
較

し
検
討
し
た
上
で
、
秦
上
林
苑
は
春
秋
時
代
の
秦
文
公
十
六
年
（
前
７
５
０
）、

﹁
岐
よ
り
以
東
は
之
を
周
に
献
し
﹂
て
か
ら
、﹁
周
天
子
の
林
苑
﹂
と
い
う
意
に

よ
っ
て
誕
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
構
造
は
図
２
に
示
す
よ
う
に
、
漢
武

帝
以
後
、
四
百
余
里
の
﹁
周
牆
﹂
に
囲
ま
れ
る
上
林
禁
苑
と
違
い
、
い
く
つ
か

性
格
が
異
な
る
禁
苑
群
が
あ
り
、
ま
た
、
禁
苑
群
と
禁
苑
群
の
間
に
広
い
山
沢

地
や
県
地
・
封
邑
な
ど
を
有
す
る
巨
大
な
﹁
苑
囿
﹂
で
あ
り
、
そ
れ
は
東
周
か

ら
統
一
秦
帝
国
ま
で
の
狩
猟
地
区
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
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注１　
﹃
宋
書
﹄
符
瑞
志
中
、
中
華
書
局
、
１
９
７
４
年
、
822
頁
。

２　

桑
野
栄
治
氏
に
﹁
当
時
（
朝
鮮
初
期
︱
引
用
者
注
）、
刑
法
の
条
文
改
正

を
め
ぐ
る
論
議
の
中
で
世
宗
（
在
位
一
四
一
八
～
五
〇
）
は
﹁
所
謂
禁
苑
は

上
林
園
の
類
の
如
き
な
り
﹂
と
発
言
し
て
お
り
（﹃
世
宗
実
録
﹄
巻
五
一
、

十
三
年
正
月
己
巳
（
四
日
）
条
）、
中
国
明
朝
の
﹁
禁
苑
﹂
は
、
朝
鮮
で
言

え
ば
上
林
園
に
相
当
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。﹂
と
述
べ
た
（﹃
朝
鮮
初
期

の
﹁
禁
苑
﹂
︱
京
福
宮
後
苑
小
考
︱
﹄、
橋
本
義
則
編
著
﹃
東
ア
ジ
ア
都
城

の
比
較
研
究
﹄
331
頁
）。

３　
﹃
四
庫
全
書
総
目
提
要
﹄
に
﹁
此
書
出
王
逢
年
、
明
人
已
早
言
之
。
考
張

孔
教
﹃
雲
谷
卧
餘
﹄、
所
言
亦
合
。
而
流
伝
之
本
仍
題
黄
憲
、
殆
不
可
解
﹂

と
あ
る
。
本
稿
に
は
﹃
天
録
閣
外
史
﹄
を
明
代
の
書
物
と
取
り
扱
い
た
。

４　

馮
広
平
等
﹃
秦
漢
上
林
苑
植
物
図
考
﹄、
科
学
出
版
社
、
２
０
１
２
年
、

44
頁
。

５　
﹃
九
章
算
術
﹄
均
輸
に
﹁
今
載
太
倉
粟
輸
上
林
、
五
日
三
返
。
問
太
倉
去

上
林
幾
何
﹂
と
あ
る
。

６　

周
維
権
﹃
中
国
古
典
園
林
史
﹄
清
華
大
学
出
版
社
、
１
９
９
９
年
、
44
頁
。

７　

王
学
理
﹃
咸
陽
帝
都
記
﹄
三
秦
出
版
社
、
１
９
９
９
年
、
208
頁
。

８　

詳
し
く
は
拙
著
の
﹃
秦
帝
国
の
領
土
経
営
：
雲
夢
龍
崗
秦
簡
と
始
皇
帝
の

禁
苑
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
２
０
１
３
年
、
第
３
・
第
７
節
を
参
照
。

９　

胡
平
生
氏
の
﹁
雲
夢
龍
崗
秦
簡
﹃
禁
苑
律
﹄
中
的
﹁
耎
﹂（
壖
）
字
及
相

関
制
度
﹂、﹃
江
漢
考
古
﹄
１
９
９
１
年
第
２
期
、
の
ち
中
国
文
物
研
究
所
・

図２　開放式な秦上林苑構造イメージ図
（何清谷『三輔黄図校注』三秦出版社1995「関中秦宮殿分布図」に基く）

2 狩猟的
  禁苑群

1 政務的
  禁苑群

3 休養的
  禁苑群
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湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
﹃
龍
崗
秦
簡
﹄（
中
華
書
局
）
所
収
。

10　

睡
虎
地
秦
簡
に
も
似
た
よ
う
な
律
（
令
）
が
あ
り
、陳
治
国
、于
孟
洲
﹁
睡

虎
地
秦
簡
中
﹃
泛
蘚
﹄
及
公
車
司
馬
獵
律
新
解
﹂﹃
中
国
歷
史
文
物
﹄
２
０

０
６
年
、
第
５
期
の
解
釈
を
参
照
。

11　

譚
其
驤﹁
雲
夢
與
雲
夢
沢
﹂、﹃
復
旦
学
報
﹄、１
９
８
０
年﹃
歴
史
地
理
専
輯
﹄

（﹃
長
水
粹
編
﹄
河
北
教
育
出
版
社
、
２
０
０
０
年
所
収
）。

12　

増
淵
龍
夫
﹃
新
版　

中
国
古
代
の
社
会
と
国
家
﹄
岩
波
書
店
、
１
９
９
６

年
、
第
３
篇
第
１
章
﹁
先
秦
時
代
の
山
林
薮
沢
と
秦
の
公
田
﹂
を
参
照
。

13　
﹃
史
記
﹄
秦
本
紀
に
﹁（
秦
文
公
）
十
六
年
、
文
公
以
兵
伐
戎
、
戎
敗
走
。

於
是
文
公
遂
収
周
餘
民
有
之
、
地
至
岐
、
岐
以
東
献
之
周
﹂
と
あ
る
。

14　

馬
非
百
﹃
秦
集
史
﹄（
中
華
書
局
、
１
９
８
２
年
）
下
﹁
郡
県
志
﹂
576
頁

を
参
照
。

15　

王
学
理
﹃
咸
陽
帝
都
記
﹄
三
秦
出
版
社
、
１
９
９
９
年
、
120
頁
。
秦
恵
文

王
四
年
﹃
瓦
書
﹄
に
つ
い
て
の
釈
文
は
陳
直
﹁
考
古
論
叢
・
秦
陶
券
与
秦
陵

文
物
・
一
、
秦
右
庶
長
歜
封
邑
陶
券
﹂、﹃
西
北
大
学
学
報
﹄
１
９
５
７
年
第

１
期
、
郭
子
直
﹁
戦
国
秦
封
宗
邑
瓦
書
銘
文
新
釈
﹂、﹃
古
文
字
研
究
﹄
第
14

輯
、
中
華
書
局
、
１
９
８
６
年
。

16　
﹃
水
経
注
﹄
渭
水
に
﹁
泬
水
又
北
流
注
渭
、
亦
謂
是
水
為
潏
水
﹂
と
あ
る
。

そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
李
令
福
の
考
証
に
よ
る
と
﹁
泬
水
主
幹
正
相
当
於
今

皂
河
流
路
﹂と
な
る（﹃
関
中
水
利
開
発
与
環
境
﹄人
民
出
版
社
、２
０
０
４
年
、

133
頁
）。

17　

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
西
安
市
文
物
保
護
研
究
所
・
阿
房
宮
考

古
工
作
隊
﹁
西
安
市
阿
房
宮
遺
址
的
考
古
新
発
現
﹂﹃
考
古
﹄
２
０
０
４
年

第
四
期
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
西
安
市
文
物
保
護
研
究
所
・
阿

房
宮
考
古
工
作
隊
﹁
阿
房
宮
前
殿
遺
址
的
考
古
勘
探
与
発
掘
﹂﹃
考
古
学
報
﹄

２
０
０
５
年
第
二
期
を
参
照
。

18　

上
林
苑
の
祭
祀
機
能
を
記
す
史
料
は
﹃
漢
書
﹄
谷
永
伝
に
﹁
皆
得
待
詔
祭

祀
上
林
苑
﹂
と
あ
る
。

19　

王
学
理
﹃
秦
始
皇
陵
研
究
﹄
上
海
人
民
出
版
社
、
１
９
９
４
年
、
周
曉
陸
・

路
東
之
編
著
﹃
秦
封
泥
集
﹄
三
秦
出
版
社
、
２
０
０
０
年
を
参
照
。

三
九


